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住んでいる地域について知ろう！液状化とは？

液状化が発生するとどのような被害が起こる？

建物の沈下・傾斜

ライフライン施設の停止

交通障害

液状化ハザードマップ液状化ハザードマップ

https://disaportal.gsi.go.jp/

https://www.town.oarai.lg.jp/izatoiutokini/
bousaihazardmap/2453/

代表的な被害 生活に及ぼす影響 影響期間の目安
 1日 3日  1 週間 1ヶ月

　地盤の液状化とは、地震の揺れによって地盤が一時的に液体のようになる現象です。
　平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震では、大洗町においても地盤
の液状化現象が発生し、家屋への被害や道路での路面の段差やマンホールの浮き上がり
による交通障害などが発生しました。
　今回の液状化ハザードマップは、今後発生する地震に備え、日頃から防災意識や災害
リスクに対する関心を持っていただき、事前の備えをしていただけるよう作成しました。
　裏面「地域の液状化発生傾向図」と表面「宅地の液状化危険度マップ」を確認し、住
んでいる地域の液状化被害のリスクを確認しておきましょう。

　液状化とは、地震の揺れによって地盤が一時的に液体のようになる現象です。
   砂がゆるく堆積し地下水位が高いところにおいて、地震による揺れが強く、揺れている時間が
長いほど液状化現象が発生する可能性が高くなります。

　災害時の被害は、人体・建物への影響を気にしがちですが、液状化は周辺地域で発生しても生活
への影響が発生します。

・自宅や職場などは安全か、避難が必要か
・災害時に『どこに』『どのように』避難するのか
・災害時にどのように連絡を取り合うのか
・何を持って避難するのか（事前に準備しておく）
・避難所までの避難経路は安全かなど

   地域の液状化発生傾向図は、過去の地震における液状化に関する情報と地形との
関係に基づき、液状化発生傾向を評価したものです。マップを確認することで『液
状化が発生する可能性のある場所』を把握することができます。災害発生時にいる
場所から避難場所までの避難路で液状化が発生し、想定していた経路と別の経路を
辿ることになる場合もある。そういったことも踏まえて、地域の液状化発生傾向図
の確認をしてみましょう。

   宅地の液状化危険度マップは、地震により液状化が発生した場合を想定し、
地盤情報から液状化被害の程度を評価したものです。液状化が発生した場合
における、メッシュ地域内の宅地等の『液状化被害の程度』を確認すること
ができます。

   「宅地の液状化危険度マップ」は、ある点の地盤調査結果から評価した液状化被害
の程度を広い範囲のメッシュで表現しています。そのため、メッシュで示される宅地
の液状化被害の程度は『目安』として考え、住んでいる宅地の液状化被害の程度を確
認したい場合は、地盤調査を行い判断することが望ましいです。

・地形を形態・成り立ち、性質などで分類した情報
・人工的な改変が行われた情報
・過去の地震において発生した液状化に関する情報

・既存の地盤調査結果
【宅地の液状化危険マップの作成に用いた情報】

【地域の液状化発生傾向図の作成に用いた情報】

　液状化被害の発生傾向と地形の特徴には密接な関係
があることが知られています。このことから、自分が
住んでいる土地の成り立ちを確認することで液状化し
やすい土地か否かを確認することができます。
　下図に示す、土地の移り変わりの情報などが、裏面
の「地域の液状化発生傾向図」に反映されています。

　「宅地の液状化危険度マップ」は、
地盤情報を基に液状化被害の危険度
を評価し、調査点の情報を面として
表現しています。そのため評価とし
ては、あくまで目安となります。
   ご自身の宅地の詳細な液状化被害
の危険度を確認したい場合は、地盤
調査を行い判断することが望ましい。

　一つの対策事例として、「格子状地中壁工法」があります。
これは、道路と宅地の境界や宅地と宅地の境界にセメント
などの改良材を供給し、固化壁を格子状に配置することで、
液状化する地盤を囲い込み地盤の変形を抑止・低減します。
道路などの町が所有するところについては町が、個人が所
有する宅地については個人で工事を行うことで地区全体で
液状化対策を行います。
　紹介した対策事例は、町だけで行えるものではなく、個
人でも負担する部分があるため実施するにあたり、お互い
に協力し合い進めることが必要となります。

　戸建住宅の地盤調査方法であれば、
他調査と比べ小さいスペースで調査
可能で、比較的安価なスクリューウ
エイト貫入試験が挙げられます。

　取得したい情報によって調査方法・
内容が変わることがあります。必要
な情報を得るための調査方法・内容
は、大洗町役場にご相談ください。

宅地の液状化危険度マップとは？

【着色の例】

【格子状地中壁工法】

宅地の液状化危険度マップ

ハザードマップを確認する
●地域の液状化発生傾向図を確認する（裏面）

●宅地の液状化危険度マップを確認する（表面）

●地盤調査を行う

●自治会など、地域の方々と話し合う

●町や自治会で開催する防災訓練や防災講座等に積極的に参加する

●液状化ハザードマップだけでなく、他のハザードマップも確認する

 家族で話し合う  他のハザードマップも合わせて確認を

地域の方々と共通認識を持つ

　「宅地の液状化危険度マップ」とは、地震に
より液状化が発生した場合を想定し、地盤情報
から液状化被害の程度を評価したものです。液
状化が発生した場合に、メッシュ地域における
宅地等の液状化被害の程度を確認することがで
きます。
　自分の住んでいる宅地の液状化被害の程度を
確認し、また、ハザードマップ内の液状化に関
する情報と併せて確認することで、液状化被害
に関する理解を深め、事前の液状化対策へ行動
を移すことが重要です。 ※ メッシュの大きさは 250m×250mとなっています

※ メッシュがないところは、地盤調査をしていない範
　 囲になります

　このマップは、既存の地盤情報がある箇所のメッシュが着色されています。ある調査点の「液状化
被害の程度」の評価を、メッシュで表現しているため、必ずしも自分の宅地がマップで表示されてい
る評価となるわけではありません。マップ上の評価は目安とし、地盤調査を行い正確な評価を行うこ
とが重要となります。

　古い地図や年代別の空中
写真を確認することで、そ
の土地の移り変わりが確認
できます。

■自転車の埋没による緊急避難の遅れ

■土砂の堆積に伴う通行障害

■宅地や生活道路内に堆積した土砂の撤去

■乾いた土砂の飛散による粉塵被害

■宅地地盤の沈下による上下水道管などの損傷

■生活場所の損失による避難所・仮設住宅等への移転

■住宅の機能障害

■傾いた家に住み続けることによる健康障害

■帰宅困難者の大量発生

■通行障害に伴う物流の停止

■道路の損傷による転倒や事故の発生

■停電

■ガスの供給停止

■上水の送水停止

■下水管の破損に伴う排水不可

砂などの砂粒同士がバランスをとっ
てかみ合い、その間を水が満たして
建物の重さを支えています。

メッシュの中に地盤情報が
１箇所あります。

地盤情報を評価します。

評価結果：
顕著な被害の可能性が大きい。

地盤の評価結果をメッ
シュに反映します。

大洗町では、他にも洪水、津波、土砂災害
に関するハザードマップを公開しています。
今回の液状化ハザードマップだけを確認す
るのではなく、他ハザードマップを合わせ
て確認し、どんな災害が起きても対応でき
るよう備えましょう。

大洗町のハザードマップ

洪水、津波、土砂災害のハザードマップが
閲覧できます。

重ねるハザードマップ

公開されているハザードマップや土地の
成り立ちなどを地図や写真に重ねて表示
することができます。

お問い合わせ 〒311-1392    茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275

地震の揺れによって、砂粒同士の
バランスが崩れ砂粒と水が混ざっ
て液状化した状態になります。

建物基礎下の液状化しない層を厚くする
ことにより、基礎下の地盤が液状化して
も地表に影響が出にくくする。 

概算金額 ： 100～150万円程度

液状化しても建物の安定を確保できる
ように、杭で建物を支える。

建物直下となる地盤を固化材と混ぜあ
わせ、固めることで液状化しない層を
つくる。

砂粒は沈下して水と分離し、地盤
の沈下や亀裂を引き起こします。

宅地内や道路上における
噴水・噴砂が発生するこ
とがあります。

基礎が地表近くにある
戸建て住宅などが沈下
することがあります。

埋設管の破損による上下水道・ガ
スの停止や、電線への影響による
停電などライフラインの停止リス
クがあります。

路面の破損・段差やマンホールの
浮き上がりなどの影響により車両
通行ができなくなる場合がありま
す。また緊急車両も通行できない
ため災害発生時の人命救助の遅れ
にもつながります。

大洗町役場都市建設課

液状化による建物被害が発生する可能性がある場合、
被害を軽減するための対策があります。
大洗町役場にご相談ください。

　町とその地区に住んでいる方が協力して、地区全体で行える液状化対策があります。

液状化被害に備えよう！ ハザードマップを確認しよう！

地盤調査をしよう！

※ 対象敷地は約 40坪、対象建物は建坪 15～ 20坪、総 2階建てを想定しています
※ 概算金額は令和 3年度調べ
※ 施工費用は地盤の状況により異なります

※ スクリューウエイト貫入試験は、調査１箇所、深度 10m、試料採取及び室内試験 10個を想定している
※ ボーリングは、調査１箇所、深度 10m、試料採取及び室内試験 10個を想定している

出典：公益社団法人地盤工学会関東支部
　　　『液状化から戸建て住宅を守るための手引き』に追記

地区全体で備える

液状化被害の軽減方法

1930 年の地図

昔は水部だった

昔は水部だった

干拓により陸化されている

埋立により陸化されている

令和２年の空中写真 1947年の空中写真 令和２年の空中写真

顕著な被害の可能性が高い

顕著な被害の可能性が比較的低い

顕著な被害の可能性が低い

液状化層なし

凡  例

噴水・噴砂の発生

 地震発生前  地震後 地震発生 

N

0 500m 1km

大 洗 町

・自分たちの住んでいる地域のリスクは？
・災害発生時に自分たちがどのような行動をとるべきか
・どのうようなタイミングで避難するか

1

2

3

ハザードマップを用いて
どこが危険かを確認して、
みんなで共有化すること
が大切です。

●新規に建てる・建て替える場合
盛   土 鋼管杭 表層地盤改良

薬液注入 井戸による汲み上げ 壁状締切り

工
法
の
概
要

工
法
の
概
要

建物直下となる地盤に薬液を浸透させ、
地盤を層状に固めることで液状化しない
層をつくる。

地下水を汲み上げて地下水位を下げる
ことにより、液状化しない層を厚くす
る。

建物周囲の地盤を壁で囲み、地震時に
地盤をずれさせる力を抑えることによ
り、液状化を起きにくくする。

●すでに住宅がある場合

■道路の損傷に伴う緊急避難・救助活動の遅れ

電話029-267-5111

概算金額 ： 150～300万円程度 概算金額 ： 100～200万円

おもりを載せたスクリューポイ
ントを地盤に貫入させ、おもり
の重さとハンドルの回転数から、
その地盤が支えることができる
力を求めます。土の採取ができ
ないため、概略的な土質判定し
かできません。戸建住宅や小規模
建物の調査方法として最も簡易
で普及しています。

地盤に穴を掘り、土を採取する
ことで地盤の状況や地層境界な
どを確認します。
地盤に穴を掘る時や掘った穴、
また採取した土などを用いて地
盤を詳しく調べる試験を行うこ
とができ、必要な情報を得るこ
とができます。
深い地盤までの調査やあるゆる
地質・土質に対して調査が可能
です。

概算金額 ： 15 ～ 25万円

 調査方法 内  容

概算金額 ： 30 ～ 70万円

概算金額 ： 550～950万円程度
※ ※

※ ※ ※

※
概算金額 ： 1,100 万円程度 概算金額 ： 1,900 万円程度(ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ別 )

・災害発生時にどこで（なにで）どのような情報を得ることができるのか

私の家は液状化が発生した
場合に、液状化被害の程度
が高い地域にあるのか・・・。
地盤調査をしてみようかな。

ボーリング

スクリューウエイト貫入試験

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を経て、同院発行の基盤地図情報を使用した。「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 799」

 土地の移り変わり a  土地の移り変わり b

～　町と住民で一体となった液状化対策　～


